









































































































































①　専門性、資質向上をめざす方法 (case method 
for practice  )
②　専門職の養成課程の方法 (case method for 
instruction  )　
③　実践の理論化や効果測定の検証・研究方法
(case method for research )
④　よりよい人と社会を進める方法(case method 































































( ア ) 価値はどのように生きているのか　( イ ) 役
割 ( 機能 ) はどのように発揮されたのか　( ウ ) 知
識はどのように活用されたのか　( エ ) 技術はど
のように生かされたのか
　③ 　その他　追加した枠組み
( ア ) ソーシャルワーカーはどうとらえたか、ど
うかかわろうとしたか　(イ)ソーシャルワーカー
の価値観・倫理観がもちこまれてしまっていない

























method for practice ) の目的のもとに実践したも




























㩿㪘 㫊㫊㪼㫊㫊㫄㪼㫅㫋 㪀 㩿㪧 㫃㪸 㫅㫅㫀㫅㪾㩽㪠㫅㫋 㪼 㫉㫍㪼㫅㫋 㫀㫆㫅㪀
㽲 㽳 㽴 㽵




㩷 㩿㪫㪿㪼㫆㫉㫐 㪀䇭 㩿㪧 㫉 㫀㫅㪺 㫀㫇㫃㪼 㪀
ଔ୯䊶୶ℂ䊶ᣇᴺ䊶ᛛⴚ
㪪㪮⸥㍳䈲੐ታ⚻ㆊ䈫㪪㪮䈱್ᢿ䊶ኻᔕ䈮ಽ䈔⸥㍳䈜䉎䈱䈏ᦸ䉁䈚䈇 㪪㪮䈮ౝ࿷䈚䈢ᗵᖱ䊶್ᢿ䊶ኻᔕ䉕ᔀᐩ䈚䈩ᐔᤃ䈭⸒⺆䈪ᦠ䈐಴
㩷
－ 25 －
